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1――加入状況 

  

韓国の生命保険協会が 2021年 12月に発表した「生命保険性向調査」1によると、2021年における生

命保険の世帯加入率は 81.0％で、2018 年の 86.0％に比べて 5.0％ポイントも低下した。世帯主の年

齢階級別の加入率は 50 代が 91.4％で最も高く、次いで 40 代（85.1％）、30 代（75.2％）、60 代以上

（63.7％）、20代（56.8％）の順であった。一方、生命保険加入世帯の平均加入件数は 2021年現在 4.3

件で 2018年の 4.5件に比べて 0.2件減少していることが明らかになった（図表 1）。 

 

図表 1 韓国における生命保険の世帯加入率や生命保険加入世帯の平均加入件数の動向 

 
出所）韓国生命保険協会（2021）「第 16 回生命保険性向調査」を参考に筆者作成。 

 
1 「生命保険性向調査」は 3年ごとに実施されており、2024年の調査結果がまだ公表されていないので、本稿では 2021年

までのデータに基づいて生命保険の世帯加入率等をまとめた。 
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最近加入した生命保険商品は、疾病保障保険（42.8％）、実損填補型医療保険(22.7％）、災害傷害保

険（16.6％）、死亡保障保険（6.2％）が上位 4位を占めた。生命保険の加入目的は「医療費保障」が

75.8％で最も高く、次いで「家族の生活保障」（44.3％）、「一時的な所得喪失に対する対策」（17.4％）

の順で、2018年の調査結果と大きく変わっていない。一方、生命保険に対する満足度は 82.7％で 2018

年の 87.8％に比べて 5.0％ポイント低下した。 

 

2――収入保険料推移 

 

2022年の収入保険料は 132.7兆ウォンで対前年比 11.1%(13.3兆ウォン)増加した。特別勘定の収入

保険料は 40.3 兆ウォンで対前年比 4.9% (2.1 兆ウォン)減少したものの、一般勘定の収入保険料が

92.4兆ウォンで対前年比 19.9％(15.3兆ウォン)増加した結果、収入保険料の増加に繋がった。 

一般勘定の収入保険料を保険種類別に見ると、「死亡保険」(46.5兆ウォン、対前年比 0.1％減少)が

最も多く、次いで、「生死混合保険」（26.3 兆ウォン、同 15.7％減少）、「生存保険」（18.8 兆ウォン、

同 0.3％増加）、「団体保険」（0.8 兆ウォン、同 1.1％増加）の順であった。特別勘定の場合は、退職

年金が 27.5兆ウォンで対前年比 12.8％増加したものの、変額保険は 12.7兆ウォンで対前年比 29.0％

減少した。  

 

図表 2 収入保険料の推移 

 
出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 

 

2022 年時点の収入保険料の払込方法は、月払が 64.9％（86.1 兆ウォン）で最も多く、次いで、一

時払（22.0％、29.2兆ウォン）、年払（12.8％、17.0兆ウォン）の順であり、月払の割合が毎年低下

傾向を見せていることに比べて、年払や一時払の割合が増加傾向であった（図表 3）。 
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図表 3 保険料の払込方法の推移 

  

出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 

 

 一方、2022 年における保険金等支払金は 134.4 兆ウォンで、1 年前と比べて 35.5%増加し、生命保

険業界の当期純利益は約 3.7兆ウォンで、前年と比べて 0.6％減少した（図表 4）。保険金等支払金が

大きく増加した理由は、保険金、払戻金、配当金がそれぞれ対前年比 38.0%、34.9%、23.3%増加したか

らだ。特に、解約払戻金は対前年比 45.3%も増加した。 

 

図表 4 当期純利益の動向 

 
出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 
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3――保険商品 

 

韓国における生命保険商品は基本的に生存保険、死亡保険、生死混合保険に分類される。生存保険

は、被保険者が保険期間満期日まで生存した時にのみ、保険金が支払われる保険であるものの、現在、

韓国で販売されている生存保険はほとんど被保険者が保険期間中に死亡しても死亡保険金を受け取る

ことができるように設計されている。代表的な生存保険の商品としては教育保険と年金保険がある。 

死亡保険は生存保険とは反対に、被保険者が保険期間中に死亡した際に保険金が支給される保険で

ある。この保険は保険期間をあらかじめ決めておいて被保険者が保険期間内に死亡した際、保険金を

支給する定期保険と一定の期間を定めず、被保険者がいつ死亡しても保険金を支給する終身保険(終

身保險)に分けられる。 

生死混合保険は被保険者が一定期間内に死亡したときに死亡保険金を支給する定期保険と満期まで

生存した時に満期保険金を支給する生存保険を合わせたものである。 つまり、生存保険と死亡保険の

長所と短所を相互に補完したものとして死亡保険金の保障機能と生存保険の貯蓄機能を同時に兼ね備

えた商品だと言える。 

図表 5は、生命保険の種類別新規契約の動向を示しており、死亡保険の件数や金額が最も多いこと

が分かる。但し、死亡保険の 2022 年の新規契約金額は、継続的に減少傾向にあり、2021 年と比べて

12％減少した。このように死亡保険の新規契約金額が大きく減少した理由としては一人世帯の増加と

物価上昇による給付金の価値下落が考えられる。 

 

図表 5 生命保険の種類別新規契約の動向 

 
出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 
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4――販売チャネルと販売制度 

 

2022 年の初回保険料は 31.9 兆ウォンで、バンカシュランスチャネルの生死混合保険新契約の増加

により対前年比 84.0％も増加した。初回保険料の販売チャネル別シェアはバンカシュアランスチャネ

ルが 56.2％で最も高く、次いで、職員販売（19.2％）、代理店（12.6％）、保険外交員（11.9％）、保険

仲介人（0.1％）などの順であった（図表 6）。 

 

図表 6 募集形態別初回保険料 

2021 年（17.3 兆ウォン） 2022 年（31.9 兆ウォン）: 対前年比 84％増加 

  

出所）生命保険協会『生命保険 Factbook』各年より筆者作成。 

 

保険商品販売における保険外交員のシェアが減少することにより、2008年に 173,277人でピークで

あった保険外交員の数は 2022年には 78,892人まで減少した。保険外交員の性別は女性が 77.9％で男

性の 22.1％を大きく上回った。 

最近は若者の保険外交員離れが続いており、保険外交員の高年齢化も進んでいる。つまり、保険外

交員に占める 30歳未満と 30～39歳の割合はそれぞれ 2011年の 7.1％と 28.3%から 2022年には 3.1％

と11.5％に低下したことに比べて、50～59歳と60歳以上の割合は同期間に19.8％と2.6％から38.5％

と 18.4％に大きく上昇した（図表 7）。 

若者が保険外交員になろうとしない理由は、韓国では保険外交員が個人事業主で働くケースが多く、

安定的な収入が保障されていないからである。今後労働力人口の減少が予想される中で保険業界がど

のように若手人材を確保するのか、また、どのような販売チャネルをより活用するのか注目したい。 
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図表 7 保険外交員の年齢階層別割合 

 
出所）生命保険協会（2023）『2023 年生命保険 Factbook』より筆者作成 

 

5――最近の動向 

 

⚫ IFRS17、K-ICSを施行 

2023年から負債の評価方法、収益認識方法など、保険会社の会計基準全般に大きな変化をもたらす

IFRS17が施行されている。IFRS17の施行により、金融当局は国際資本規制(ICS、SolvencyIIなど)に

適合するように新支給力制度を策定し、IFRS17施行時期である 2023年から K-ICSを導入した。 

K-ICSは、Korea Insurance Capital Standardの略字で、保険会社の財務健全性を示す指標である。

K-ICS は、資産と負債の両方について時価評価を反映することを保険会社に義務付けており、長寿リ

スク、解約返戻金リスク、事業費リスク、巨大災害リスクなどリスク評価対象を以前より多様化した。 

 

⚫ 年金税制改正 

年金貯蓄及び退職年金の税額控除対象の納付限度額の引き上げ及び年金所得分離課税の選択範囲の

拡大 

などを含めた年金税制が改正された。改正により、年金口座の税額控除の納付限度額が年齢に関係な

く 600万ウォン(退職年金合計で 900万ウォン)まで拡大され、総合所得金額の基準も緩和された。ま

た、年金所得が 1,200 万ウォンを超過した時には総合課税あるいは 15%の分離課税のうちどちらかを

選択することが可能となった。 

 

⚫ ビデオ通話保険募集業務 

  2023年 7月より保険加入を希望する者は、保険販売員に直接会うことなく、ビデオ通話で保険に加

入できるようになった。 
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⚫ 生命保険協会および生命保険業界の 2023年の主な動き 

2023. 01. 01 プルデンシャル生命と KB生命が合併(KBライフ生命) 

2023. 01. 01 IFRS 17及び K-ICS導入 

2023. 01. 01 年金口座の税制優遇拡大に関する所得税法改正・施行 

2023. 03. 29 東洋生命金融サービス、生命保険協会の準会員に加入 

2023. 06. 30 HK金融パートナーズ、生命保険協会の準会員に加入 

2023. 08. 01 「ビデオ通話保険募集業務プロセスガイダンス」制定 

2023. 09. 08 生命保険協会、第 7回 Golden Fellow認証式開催 

 

韓国における生命保険業界の総資産は 2022 年現在 938.3 兆ウォンで、2021 年の 992.4 兆ウォンよ

り 5.5％も減少した。さらに今後の生命保険市場の見通しも明るいとは言えない。若者の保険離れが

続いており、合計特殊出生率が継続して低下しているからである。ちなみに 2023年における韓国の合

計特殊出生率は 0.72（暫定値）まで低下し、過去最低を更新した。韓国の生命保険業界は若者の保険

離れと少子高齢化、そして人口減少にどのように対応するだろうか。韓国の生命保険業界の今後の対

応に注目したい。 
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